
 
 
 
 

         ～数学をmake-up!しよう 
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【材 料】 本時で使用する素材(食材) 

 

 

 

 

【下ごしらえ】 

        簡単な準備体操と、「ボディパラ(BodyPara)」の説明 

 

   ～まずはボディパラの復習だ！～ 
  

放物線の平行移動で学習したボディパラ覚えているかな。 

みんなの周りにある放物線でもっとも身近なものは腕を伸ばした体の姿勢に

あるってことだったよね。体(Body)を使って放物線(Parabola)を表現することを

ボディパラ(BodyPara)って名づけたわけだ。相手を受け入れるときに両腕が放物

線を形作るのは、相手の愛情のようなエネルギーを受け止めて集めているわけで、

これが放物線の大事な性質であり、エネルギーの集まる位置を焦点といったね。 

まあっ、放物線の「こころ」ってことだけど、ところでもうひとつ放物線には

「こころ」があることをみんなは知っているかな。分かる人…… 

はい、○○くん、そう、そのとおり、頂点です。 

下に凸の放物線では、焦点という心はボディパラでは胸の位置、全体の真ん中あたりにある。これをラブラブに例え

るならば、このこころは「愛」になる。何故って？、愛の漢字の「つくり」で「心」の位置をみてごらん。分かっただ

ろ。これに対して頂点の方は放物線の下の位置に心があるから、漢字に当てはめると「恋」になるね。だから放物線に

は恋と愛(恋愛)があり、ボディパラで放物線を表現することは、恋愛術にも通じるも

のなんだ。みんなは、頂点で放物線の平行移動・対称移動などの性質を導いたわけだ

からこれは恋し方を学んでいたことになる。放物線をさらに勉強していくと、焦点で

もその性質を調べることができるようになる。恋が愛に変わるってことかな。 

ちなみに、愛と恋はその心の位置から、「愛は真心」(真ん中のある心)、「恋は下心」

ともいうみたいだけど。……(この部分は教室の雰囲気、生徒の許容度を勘案して適

宜レシピに付け加えてみよう) 

このボディパラを使って本時は２次不等式の解を表現することを考えよう。 

まずはからだを慣らすためにボディパラ準備体操。 

オイッチ、ニー、サン。腕を高く挙げて ……<体で放物線をメイクるレシピ参照> 

本時のメニュー 

ペンダントを下げておく 
ちょっとした演出が生徒 
を引き付ける 
 

 

焦点は愛 

頂点は恋 

生徒または教師のからだ 
モップのような長い棒 
照れ笑いと勇気を小さじ少  々



【調 理】 

 

【解をイメージする】 

 不等式の解は、グラフ化することで視覚的に捉えることができることを指導する。 

 

   

 

 

方程式 ( ) 0f x = の解は、関数 ( )y f x= のグラフと x軸との共有点、不等式 ( ) 0f x > の

解は、関数 ( )y f x= のグラフで x軸上方にある部分の範囲として視覚化できることを確認
しよう。 

 

【２次方程式の解をボディパラ】 

 2( ) ( 0)f x ax bx c a= + + >  のグラフを、腕を伸ばしてボディパラしよう。 

 x軸はモップのような長い棒で見立て、肩の線に合わせてモップを置く(担ぐ、あるい
は持つ、持たせる)。 

 このとき、 x軸と放物線の交点は、腕の付け根の位置にある。この部分が方程式の解
である。 

  

  

 このことをしっかり意識付けしよう。 

 

【２次不等式の解をボディパラ】 

 不等式 2 0 ( 0)ax bx c a+ + > >  の解を表現してみよう。 

 2( )f x ax bx c= + + のグラフをボディパラする。 ( ) 0f x > であるから、 

この範囲にある xの値を示すために、両手に xと書いた紙を持つ。( xと書いて
ある小旗を持つともっと効果的)。 x軸(モップ)上方にある xの値を x軸上に表す
ために、腕をゆっくりと下ろし、両手でモップを掴むようにする。 

右下図の形になるようにモップをもつ。 

さて、ここで重要事項の確認。 

 ( ) 0f x > である xをみると、 x軸上での範囲は、 
右腕と左腕の２つのパーツに分かれているということ。 

腕の付け根の値を , ( )a b a b< とすると、 

付け根a の左側、付け根b の右側となる。 
(本当は生徒に背を向けてモップを担ぐと左腕の付け根a の左側、 
右腕の付け根b の右側であり、分かりやすいけど、生徒とは 
いつも目を合わせていたい) 

 この２つのパーツの範囲を式で表そう。 

 

 

 

 

今度は 不等式 2 0ax bx c+ + <  の解を表現する。 

ここで、 x軸はモップに替えて黒板に書くことにする。そ
ろそろモップを持っているのは疲れたとでもいえばよい。 

肩の高さあたりに x軸を引く。 
 グラフで 0y < である部分は、x軸の下方だから、この部
分の放物線を両手を組んで形作る。両手の位置は頂点、す

なわち、恋の心になることを確認しよう。 

  手と手を結んで恋になる 
ここが大事なポイント。 

両手の掌の恋愛線のシワを合わせて手を結ぶから、 

 シワ合わせで結ぶ 転じて 幸せに結ばれる 
なんて、親父ギャグをいって強調してもいい。 
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